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卒
業
生
の
皆
様
如
何
お
過

ご
し
で
す
か
。
通
信
工
学
科

は
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

学
ば
れ
た
4
年
の
間
に
、
培

わ
れ
た
様
々
な
こ
と
を
礎
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
或
い
は

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
3
月

に
は
、
未
曽
有
の
東
日
本
大

震
災
及
び
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
が
発
生
し
て
し
ま

い
、
多
く
の
方
が
犠
牲
或
い

は
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業

生
や
そ
の
関
係
の
方
々
に
も

被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
被

災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
通
信
工

学
会
は
2
0
0
7
年
に
発
展

的
に
解
消
さ
れ
、
通
信
工
学

同
窓
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
松
尾
守
之
前
会
長

及
び
役
員
の
皆
様
の
献
身
的

な
努
力
に
よ
り
し
っ
か
り
し

た
、
活
動
力
の
あ
る
、
活
気

に
満
ち
た
同
窓
会
に
成
長

し
、
将
来
に
向
け
た
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
の
証
と
し
て
本
会
の

会
報
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ

き
、
ご
意
見
等
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
会
報

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
記
事
な
ど
を
も
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
会
の
会
員
数
は

1
2,
0
0
0
名
余
り
で
す

が
、
時
代
の
趨
勢
に
伴
い
学

科
は
廃
止
さ
れ
、
本
会
の
構

成
員
の
基
盤
を
失
い
、
も
は

や
新
し
い
会
員
は
望
め
な
い

状
況
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
を
続
け
る

と
い
う
選
択
肢
は
あ
る
も
の

の
、
同
窓
会
と
し
て
の
本
来

の
姿
で
は
な
い
と
考
え
、

通
信
工
学
科
の
D
N
A
を
引

き
継
ぐ
「
電
子
情
報
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
工
学

科
」
、
「
情
報
理
工
学
部
情

報
通
信
電
子
工
学
科
」
の
卒

業
生
に
対
し
て
本
会
へ
の
勧

誘
の
取
り
組
み
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

2
0
0
8
年
に
設
置
さ
れ
、

2
0
1
2
年
3
月
に
第
1
期

卒
業
生
を
出
す
「
情
報
通
信

学
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学

科
」
に
対
し
て
も
、
同
窓
会

を
連
携
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
ま
し
て
も
、
本
会
が
在
学

生
と
共
に
活
動
し
て
い
け
る

状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
現

在
の
役
員
、
代
議
員
の
使
命

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
の
1
つ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
2
0
1
2

年
3
月
に
卒
業
さ
れ
る
学
生

の
中
か
ら
、
「
優
秀
賞
及
び

努
力
賞
」
を
選
出
し
て
い
た

だ
き
、
本
会
と
し
て
将
来
の

活
躍
を
期
待
し
て
表
彰
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
本
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
会
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

日
本
経
済
の
先
行
き
が
見

え
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
在
校
生
、
卒
業
生
が
一

体
と
な
り
、
学
科
及
び
大
学

を
さ
さ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発

展
を
図
り
、
併
せ
て
本
会
の

活
動
を
活
発
に
し
、
本
会
の

目
的
を
達
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

追
伸

　

2
0
1
1
年
の
代
議
員
会

は
5
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
代
議
員
会
後
、
東

日
本
大
震
災
義
援
金
募
金

を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

1
5,
0
0
0
円
が
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
募
金
も
あ

り
、
計
2
0,
0
0
0
円
が
集

ま
り
ま
し
た
の
で
、
朝
日
新

聞
厚
生
文
化
事
業
団
へ
送
金

い
た
し
ま
し
た
。
神
奈
川
版

で
す
が
、
東
海
大
学
通
信
工

学
同
窓
会
と
し
て
掲
載
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

東
海
大
学
は
、
2
0
0
1
年
、
2
0
0
6
年
の
2
度
の

改
組
を
表
の
通
り
実
施
し
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に
は
、

九
州
、
北
海
道
東
海
大
学
を
東
海
大
学
に
統
合
す
る
と
共

に
、
高
輪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
情
報
通
信
学
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
学
部
は
、
企
業
と
の
連
携
に
基
づ
い
た
新
し
い

ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
情
報
通
信
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

「
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
」
「
組
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

科
」
「
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」
「
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
学
科
」
の
4
学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
信
工
学
科
の
D
N
A
は
わ
ず
か
10
年
の
間
に
、
3
度

の
名
称
変
更
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
急
速
に
進
展
す

る
I
C
T
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
時
を

経
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
2
0
1
2
年
4
月
か
ら
は

大
学
院
情
報
通
信
学
研
究
科
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

改
組
の
意
義
は
あ
る
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。

　

こ
の
D
N
A
を
持
つ
同
窓
会
は
通
信
工
学
同
窓
会
で
あ

り
ま
す
が
、
学
科
も
廃
止
さ
れ
、
会
員
は
減
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
増
え
ま
せ
ん
。
こ
の
D
N
A
を
引
き
継
ぐ
学
科

は
、
表
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
工
学
科
、
情
報
通
信

電
子
工
学
科
そ
し
て
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
で
あ
り

ま
す
。
最
初
の
2
つ
の
学
科
の
同
窓
会
は
ま
だ
設
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
は

2
0
1
2
年
3
月
に
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

学
科
が
一
体
と
な
っ
て
同
窓
会
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
、

大
学
、
学
生
、
卒
業
生
に
と
っ
て
効
果
的
、
効
率
的
で
あ

り
、
発
展
性
の
あ
る
、
シ
ン
プ
ル
な
形
と
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
通
信
工
学
同
窓
会
員
と
し
て
最
も
望

む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

工学部 電子情報学部 情報理工学部 情報通信学部
― 情報メディア学科 情報メディア学科 情報メディア学科
電子工学科 エレクトロニクス学科 ソフトウェア開発工学科 組込みソフトウェア工学科
経営工学科 経営システム工学科 経営システム工学科 経営システム工学科
通信工学科 コミュニケーション工学科 情報通信電子工学科 通信ネットワーク工学科
― 情報科学科 情報科学科（＊1） ―
制御工学科 コンピュータ応用工学科 コンピュータ応用工学科（＊1） ―
電気工学科 電気電子工学科（＊2） ―

1．大学同窓会へ学科同窓会として参画
2．代議員会、理事会の定期開催
3．会員名簿管理及び大学同窓会DBと一元化
4．ホームカミングデー参画
5．春秋講演会の開催
6．HP、メールシステムの活用と運用
7．大学の協力を得て会員資質向上のための講演

会など企画実施

8．会員交流促進
9．個人情報保護徹底

10．会報発行
11．会費徴収
12．大学の学部改組に伴う学部学科同窓会との協

調調査
13．支部活動活性化のための支援

以上

〈収入の部〉
科　　　　目 予　算 備　　　　考

1.TASC会費 1,000,000  2,000円x500名分として
4.雑収入 100,000 寄付金など
　当期収入合計 1,100,000
5.前年度繰越金 4,769,894
　収入の部合計 5,869,894

〈支出の部〉
科　　　　目 予　算 備　　　　考

1.運営費 360,000
 　（1） 通信費 10,000
　 （2） 会議費 80,000
 　　　① 理事会 20,000
　　　 ② 代議員会 50,000
 　　　③ 監査委員会 10,000
 　（3） 交通費 30,000
 　（4） 旅費 50,000
 　（5） 事務消耗品費 10,000
　 （6） 情報管理システム費 60,000
 　（7） 支部結成準備費 30,000
 　（8） 慶弔費 30,000
 　（9） 振替払手数料 10,000
　（10）雑費 20,000
　（11）予備費 30,000
2.支部運営費 50,000
　 （1） タイ支部 25,000
 　（2） 札幌支部 25,000
3.事業・行事費 1,410,000
　 （1） 会報発行 200,000 8,500部発行
 　（2） 会費徴収 1,000,000 8,500会員に郵送にて依頼
 　（3）春の講演会 100,000 講師料など
 　（4）HCD 110,000
　　　① 広告掲載費 50,000
　　　② 通信費 10,000
　　　③ 講師料 30,000
　　　④ 雑費 20,000
当期支出合計 1,820,000
4.次年度繰越金 4,049,894

支出の部合計 5,869,894

2011年度　予算
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会
長
　
　
若
　
林
　
敏
　
雄

会
報
発
刊
に
際
し
て

　

東
海
大
学
通
信
工
学
同

窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
よ
り
学
園
の
諸
活
動
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
篤
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
貴
同
窓

会
が
こ
の
度
、
「
東
海
大

学
通
信
工
学
同
窓
会
会

報
」
を
再
刊
さ
れ
る
に
あ

た
り
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
東
日
本
大
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
の
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

東
海
大
学
は
、
社
会
に

価
値
あ
る
大
学
と
し
て
力

強
く
歩
み
を
進
め
る
べ

く
、
教
育
研
究
活
動
に
全

力
で
取
り
組
み
、
未
来
を

見
据
え
た
改
革
を
全
学
で

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
2
0
0
4

年
3
月
に
は
主
に
情
報
通

信
系
の
改
組
改
編
を
行

い
、
皆
さ
ま
が
卒
業
さ
れ

た
工
学
部
通
信
工
学
科
を

発
展
的
に
廃
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
後
も
通
信
工
学
の

灯
は
絶
や
す
こ
と
な
く
、

情
報
理
工
学
部
や
情
報
通

信
学
部
な
ど
へ
と
引
き
継

い
で
、
人
材
の
育
成
と
技

術
の
発
展
・
開
発
に
力
を

注
い
で
お
り
ま
す
。

　

貴
同
窓
会
の
会
員
は

1
2,
0
0
0
名
に
も
お

よ
び
、
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
各
地
、
各
界
で
活
躍

さ
れ
て
、
産
業
、
経
済
、

社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

電
気
通
信
機
器
、
移
動
通

信
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
放
送
業

界
な
ど
に
お
け
る
皆
さ
ま

の
ご
活
躍
に
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
、
ま
さ
に

本
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

で
す
。

　

大
学
の
役
割
は
、
優
れ

た
人
材
を
育
成
し
、
人
類

の
平
和
と
幸
福
に
寄
与
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽

有
の
自
然
災
害
と
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
前
に
、

我
々
の
使
命
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
こ

そ
、
皆
さ
ま
と
英
知
を
結

集
し
、
共
に
建
学
の
理
想

を
振
り
返
っ
て
、
新
し
い

日
本
を
創
造
す
る
先
駆
け

と
し
て
力
強
く
歩
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
同
窓
会
が
ま
す
ま
す

会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
、
個
々
の
発
展
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

総
長
　

松

前

達

郎

挨
拶

挨
拶

自2011/4/1　　至2012/3/31

2011年度活動方針に関して
　当会の主な活動は、春秋の2回会員向け講演会を
骨格として行っています。
　春は、定例代議員会と合わせて、在校生も参加
できる講演会を高輪キャンパスにて開催しその後
懇親会で親睦を図ります。秋は建学祭に合わせ大

学同窓会の主催するホームカミングデーに参画し、
ご家族、ご友人とご一緒に参加できる内容の講演
会を湘南キャンパスにて開催します。またホーム
カミングデー主催大懇親会に於いて家族的な雰囲
気の中で交流を図っております。

 本年度活動主項目

表　電気・電子・通信・情報系学科の変遷

＊1）現在も情報理工学部に属する、＊2）現在は工学部に属する。

大
学
の
改
組
と
同
窓
会
の
行
方
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情
報
通
信
学
部
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

石
井
研
究
室
は
、
2
0
0
3
年
4
月
に
当
時
の

電
子
情
報
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
工
学
科

内
に
発
足
し
た
。
以
来
、
一
貫
し
て
、
分
散

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
環
境
の
高
効
率
化
、
高
信

頼
化
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。 

　

2
0
0
6
年
度
以
降
は
、
大
型
外
部
予
算
を

獲
得
し
、
先
進
的
な
研
究
を
遂
行
し
て
き
た
。

ま
ず
、
2
0
0
6
年
度
、
筑
波
大
学
、
N
T
T

研
究
所
と
共
同
提
案
し
た
、
「
ア
ド
ホ
ッ
ク
ユ

ビ
キ
タ
ス
通
信
環
境
向
き
デ
ー
タ
駆
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
研
究
開
発
」
が
、

総
務
省
の
戦
略
的
情
報
通
信
研
究
開
発
推
進
制

度
研
究
主
体
育
成
型
研
究
開
発
（SCO

PE-R
）

に
高
い
競
争
率
の
中
採
択
さ
れ
、
2
0
0
8
年

度
ま
で
の
3
カ
年
に
わ
た
り
研
究
を
行
い
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
終
了
し
た
。
続
い
て

2
0
0
7
年
度
に
は
、
文
科
省
傘
下
の
科
学
技

術
振
興
機
構
（JST

）
の
競
争
的
研
究
資
金
で

あ
る
、
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業
（CREST

タ
イ
プ
）
に
も
「
超
低
消
費
電
力
化
デ
ー
タ
駆

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
（
筑
波
大

学
、
高
知
工
科
大
学
と
の
共
同
研
究
）
の
テ
ー

マ
が
採
用
さ
れ
、
2
0
1
2
年
度
の
完
成
を
め

ざ
し
て
、
現
在
も
精
力
的
な
研
究
を
推
進
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
2
0
0
7
年
度
に
は
、
日
本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
を
、
「
複
数
情
報

源
・
複
数
記
述
符
号
化
方
式
に
よ
る
画
像
情

報
発
見
転
送
方
式
（
基
盤
研
究
C
）
」
を
獲
得

し
、
2
0
1
0
年
度
に
は
、
研
究
室
の
博
士
課

程
学
生
が
日
本
学
術
振
興
会
の
特
別
研
究
員
に

採
用
さ
れ
、
同
時
に
科
学
研
究
費
補
助
金
を

「
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
効
率

的
情
報
配
信
に
関
す
る
研
究
」
の
タ
イ
ト
ル
で

獲
得
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
石
井
研
究
室
で
推
進
し
て
き
て

い
る
、
非
常
時
、
災
害
時
へ
の
適
用
を
め
ざ
し

た
無
線
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

独
創
的
で
先
進
的
な
研
究
の
成
果
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
機
能
し

な
い
と
き
に
、
ノ
ー
ト
P
C
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
W
I
F
I
を
利
用
し
て
お
互
い
に
デ
ー

タ
を
中
継
す
る
自
律
分
散
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
石
井
研
で
は
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
発
見
方
式
、
放
送
型
情
報

配
送
方
式
、
高
品
質
画
像
デ
ー
タ
転
送
方
式
、

分
散
型
認
証
方
式
に
つ
い
て
、
既
存
方
式
と
比

較
し
て
圧
倒
的
に
効
率
化
で
き
る
方
式
を
考
案

し
、
非
常
時
に
も
っ
と
も
望
ま
れ
る
無
駄
な
電

力
使
用
の
削
減
を
実
現
す
る
見
通
し
を
得
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
内
外
の
多
く
の

論
文
誌
や
著
名
な
国
際
会
議
に
採
択
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
に
対
し
て
、

PD
PTA2007 Best Paper Aw

ard

（
石
井
教

授
）
、
同Best Student Paper Aw

ard 

（
博

士
課
程
学
生C

h
ow

氏
）
、P

D
P

T
A

2
0

1
0 

O
utstanding Achievem

ent Aw
ard

（
石
井

教
授
）
、W

O
RLD

CO
M

P2011 Best Paper 

A
w

ard 

（
石
井
教
授
）
、
同Best Student 

Paper Aw
ard

（
学
振
特
別
研
究
員
宇
津
氏
）

の
受
賞
、
2
0
0
9
年
度
松
前
重
義
賞
：
学
術

部
門
（
石
井
教
授
）
、
2
0
1
0
松
前
重
義
賞

文
化
部
門
奨
励
賞
（
宇
津
氏
）
の
受
賞
、
日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
採
用
（
宇
津
氏
）
な

ど
、
数
多
く
の
輝
か
し
い
業
績
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
石
井
研
究
室
は
東
海
大
学
に
お

い
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
今
後
も

さ
ら
に
発
展
を
め
ざ
し
て
研
究
を
推
進
し
て
い

く
。

通信ネットワーク工学科紹介
　本学科はネットワーク技術、通信システム技術、ソフ
トウェア技術をバランスよく教育し、豊かで安心できる
ユビキタス社会を支える通信ネットワーク技術者を育成
することを目指して、2008年4月に港区高輪の地に設置
されました。学生定員は1学年80名です。学科専門分野
の専任教員は9名であり、通信工学科のDNAを有する唯
一の学科です。主任は石井啓之（いしいひろし）教授で
あり、専門は通信情報ネットワークで、世界的に活躍さ
れています。
　2012年3月に完成年度を迎え、第1回の卒業生を社会
に送り出すことになります。今、4年生は、各研究室に
分かれ卒業研究（実践プロジェクト）として、次世代高

効率・高速無線通信方式、アドホックネットワークやネッ
トワークマネージメント、プロトコルやアルゴリズム、
ｅ－ラーニング、インターネットセキュリティ、WEBア
プリケーション、並列分散システム、データマイニング
等に関する研究に取り組んでおります。写真は森田研究
室における取り組みの1コマです。来年2月には素晴ら
しい研究成果を出してくれるものと確信しています。
　施設設備として、教室、研究室、実習室、ネットワー
ク実験室、図書館、学生ホール、階段教室、PC実習室、
部室などがあります。世界をリードする通信ネットワー
ク技術者育成の殿堂となります。
　2012年4月には、大学院情報通信学研究科情報通信

学専攻修士課程が設置さ
れます。本専攻には、情
報メディア学、組込みソ
フトウェア工学、経営シ
ステム工学、通信ネット
ワーク工学の4分野があり、関連分野を横断的に学ぶこ
とができる教育課程を編成し、情報通信分野の研究開発、
技術の高度化、高品質化を担う人材を育成するとしてい
ます。
　下記のURLで高輪キャンパスの学部、学科、施設設備
の詳細が分かります。　
http://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/takanawa/index.html

情
報
通
信
学
部
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

主
任
教
授
　
石
　
井
　
啓
　
之

研
究
室
紹
介

況

　

1
9
9
2
年
に
北
海
道
東
海
大
学
、
2
0
0
0

年
に
酪
農
学
園
大
学
を
辞
め
た
時
、
緑
内
障
に

罹
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
以
後
年
金
を
も
ら
っ

て
自
適
の
暮
ら
し
、
本
年
82
歳
で
す
。

　

大
中
小
7
回
の
外
科
手
術
を
受
け
た
蒲
柳
の
質

な
が
ら
、
専
任
と
非
常
勤
合
わ
せ
て
六
つ
の
大
学

と
二
つ
の
教
育
機
関
で
30
年
間
働
き
電
波
科
学
と

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
の
研

究
を
し
ま
し
た
。
退
役
後
、
前
者
の
研
究
に
区

切
り
を
つ
け
た
か
っ
た
が
、
陸
軍
時
代
の
ご
縁
と

国
際
関
係
が
追
っ
て
来
た
。
「
O
R
の
わ
か
る
理

工
系
歴
史
家
」
と
し
て
、
今
は
外
国
の
人
と
な
っ

た
老
兵
達
を
文
筆
に
よ
っ
て
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま

す
。
電
波
科
学
研
究
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
可

能
性
は
乏
し
い
が
、
そ
れ
で
い
い
で
し
ょ
う
。
ア

マ
チ
ュ
ア
な
れ
ば
こ
そ
や
れ
る
未
来
史
の
探
求
は

ス
リ
ル
に
満
ち
て
い
ま
す
。
隠
退
学
徒
と
し
て
は

国
内
外
3
つ
の
学
会
に
ご
縁
を
残
し
、
う
ち
2
つ

は
無
料
会
員
。

　

日
本
の
O
R
学
界
で
は
フ
ェ
ロ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。
情
報
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
作
り
は
学
徒
の
性

癖
の
1
つ
で
、
ビ
デ
オ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
作
り
が
日

課
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
で
編
集
作
業
は
厳
し

く
な
っ
た
が
、
自
力
解
決
し
て
お
り
ま
す
。
集
め

た
情
報
を
分
析
し
て
友
人
達
に
送
る
論
説
を
執
筆

し
ま
す
。
な
か
な
か
楽
し
い
作
業
で
す
。
年
相
応

に
身
体
部
品
の
劣
化
故
障
が
あ
る
が
、
医
師
達
の

腕
と
82
歳
の
カ
ミ
さ
ん
の
お
陰
で
元
気
に
過
ご

し
、
大
学
O
B
達
と
つ
き
あ
い
、
国
際
文
化
団
体

3
つ
の
ご
厄
介
に
な
り
、
同
窓
の
老
兵
達
の
世
話

を
し
、
時
折
友
好
行
事
で
外
国
旅
行
を
し
て
い
ま

す
。
娘
と
共
に
一
家
3
人
、
北
海
道
札
幌
区
北
区

で
平
和
な
暮
ら
し
で
す
。

ご
近
況
便
り

浅
　
利
　
英
　
吉
　
先
生

恩
　

私
は
1
9
5
9
年
4
月
に
東
海
電
波
高
等
学
校

電
子
科
（
当
初
通
信
科
へ
入
学
し
た
が
入
学
前
の

3
月
に
電
子
科
へ
変
更
し
た
）
に
入
学
し
た
。
こ

の
当
時
は
学
校
法
人
東
海
大
学
と
は
別
法
人
で
提

携
校
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
（
現
在
は
高
輪
台
高

等
学
校
）
。

　

小
学
校
、
中
学
校
と
毎
日
の
よ
う
に
遊
ん
で
い

た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
に
、
少
し
ま
じ
め
に
勉
強
し

た
。
理
由
は
、
尊
敬
す
る
中
村
正
雄
先
生
に
出
会

え
た
こ
と
、
父
親
の
手
ほ
ど
き
で
中
学
時
代
か
ら

始
め
た
ラ
ジ
オ
つ
く
り
に
端
を
発
し
て
電
気
に
興

味
を
持
ち
、
そ
の
理
論
に
触
れ
少
し
理
解
出
来
た

こ
と
で
あ
る
。
高
校
で
は
山
岳
部
に
入
っ
た
が
、

恩
師
は
山
岳
部
の
顧
問
も
勤
め
て
お
り
、
3
年
間

い
ろ
い
ろ
な
山
を
登
り
大
い
に
影
響
を
受
け
た
。

高
校
時
代
の
財
産
は
恩
師
と
素
晴
ら
し
い
友
人
で

あ
る
。

　

大
学
入
学
は
父
親
か
ら
の
勧
め
で
あ
っ
た
。
す

で
に
高
校
3
年
生
と
な
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
進

学
は
無
理
と
思
っ
て
い
た
が
、
恩
師
が
東
海
大
学

の
提
携
校
だ
か
ら
少
し
ぐ
ら
い
試
験
が
出
来
な

く
て
も
入
学
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
受
験
し

た
。
運
よ
く
工
学
部
通
信
工
学
科
へ
入
学
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

　

大
学
の
4
年
間
、
大
学
院
修
士
の
2
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
、
何
を
勉

強
し
た
の
か
と
心
配
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
も
た
く
さ
ん
の
友
人
が
出
来
た
。
高
校
時
代

も
含
め
て
私
の
宝
で
あ
る
。
卒
研
、
修
士
時
代
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
佐
藤
達
男
先
生
に
大
学
へ
の

就
職
を
勧
め
ら
れ
1
9
6
8
年
4
月
助
手
と
し
て

採
用
さ
れ
た
。

　

大
学
で
は
し
ば
ら
く
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
。
し

か
し
、
人
生
で
最
大
の
恩
師
で
あ
る
篠
崎
寿
夫
先

生
に
出
会
っ
た
こ
と
で
私
の
将
来
は
一
変
し
た
。

町
田
東
一
先
生
、
小
島
紀
男
先
生
に
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
研
究
で
は
現

在
金
沢
大
学
名
誉
教
授
の
武
部
幹
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。
篠
崎
先
生
と
と
も
に
最
大
の
恩
師

で
あ
る
。

　

高
校
も
含
め
て
東
海
大
学
で
過
ご
し
た
月
日
は

今
年
で
52
年
に
な
る
。
来
年
3
月
を
も
っ
て
完
全

に
退
職
す
る
が
、
私
に
は
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
恩
師
、
友
人
が
た
く
さ
ん
お
り
、
今
日
の
私
が

存
在
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

東
海
大
学
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し

て
や
ま
な
い
。

私
と
東
海
大
学

　
　
東
海
大
学
教
授

富
　
山
　
　
　
薫 師

近

　

月
日
の
た
つ
の
は
早
く
定
年
退
職
を
し
て
10
年

に
な
り
ま
す
。
10
年
間
の
世
の
中
の
変
化
は
速

く
、
日
本
経
済
は
衰
退
の
傾
向
が
濃
厚
に
な
り
、

職
を
得
る
の
も
ま
ま
な
ら
ず
大
学
卒
業
予
定
者

が
、
会
社
訪
問
す
る
姿
が
一
年
中
街
中
で
見
ら
れ

ま
す
。
職
業
を
選
択
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
生
き

る
こ
と
だ
け
の
仕
事
探
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
原
子
力
発
電
所
の
津
波
に
よ
る
制
御
不
能
事

故
か
ら
、
国
民
は
多
く
の
問
題
点
を
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
何
故
こ
の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し

た
か
、
原
因
は
何
処
に
あ
る
の
か
、
今
後
の
事
故

に
対
す
る
対
応
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
山
積
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

7
月
に
は
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
送
信
波
が
停
波

し
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
情
報
通
信
の
ほ
と
ん

ど
の
信
号
は
デ
ジ
タ
ル
波
に
ほ
ぼ
推
移
し
ま
し

た
。
真
空
管
の
時
代
は
40
年
前
に
終
了
し
、
半
導

体
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
が
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。
今
後
人
間
社
会
に
要
求
さ
れ
る
も
の

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
問
題
の
解
決
で
し
ょ

う
。
お
そ
ら
く
一
世
紀
程
度
の
期
間
で
は
正
解
が

得
ら
れ
な
い
大
問
題
と
思
い
ま
す
。
狭
い
国
土
に

住
み
自
然
災
害
の
多
い
こ
の
国
で
は
、
建
設
と
破

壊
が
常
に
起
き
て
い
ま
す
。
一
個
人
と
し
て
何
が

出
来
る
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
答
え
を
探
す
た

め
に
新
聞
を
毎
日
2
通
、
雑
誌
類
を
1
日
2
冊
以

上
読
む
よ
う
に
な
り
、
8
畳
の
書
斎
は
書
籍
で
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。

ご
近
況
便
り

森
　
屋
　
俶
　
昌
　
先
生

近
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支
部
便
り

札
幌
支
部
便
り

支
部
長
　
岩
崎
　
日
出
夫
︵
84
年
卒
︶

　

札
幌
支
部
は
前
会
長
松
尾
守
之
先
生
、
札
幌
教
養
部
教
授
浅

利
英
吉
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
2
0
0
9
年
2
月
に
発
足
い

た
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、
東
海
大
学
同
窓
会
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
（
大
学
主
催
同
窓
会
）
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
毎

年
3
0
0
人
超
の
同
窓
生
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
通
信
工
学
同
窓
会
札
幌
支
部
は
、
非
公
式
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
共
催
の
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
大
学
主
催
同
窓
会

の
場
を
借
り
て
、
年
1
回
の
懇
親
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
特
に
、
電
気
、
電
子
、
制
御
学
科
同
窓
生
を
交

え
た
電
気
系
4
学
科
に
よ
る
2
次
会
で
は
、
教
養
部
時
代
の
な

つ
か
し
い
面
々
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
、
来
賓
と
し
て
お
越
し

い
た
だ
い
た
電
気
系
4
学
科
の
先
生
方
（
通
信
で
は
過
去
に
、

木
村
登
先
生
、
前
会
長
松
尾
守
之
先
生
、
現
会
長
若
林
敏
雄
先

生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
）
と
膝
を
交
え
て
話
が
で
き
る

な
ど
、
参
加
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
未
だ
少
人
数
の
支
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

My name is Pitak Thumwarin. I graduated Doctor degree from Tokai 
University in 2004 under the Hitachi scholarship program. My advisor 
is Prof. Dr. Takenobu Matsuura. Now, I am an assistance professor 
at faculty of engineering, King Mongkutʼs Institute of Technology 
Ladkrabang, Thailand. On Feb.19,2010, I attended the communication 
engineering, Tokai university alumni party at Nippon tae restaurant in 
Bangkok, Thailand. At that time, I met Prof. Matsuo and Prof. Moriya 
from Tokai University. And also many friends and senior in Thailand 
who graduated from communication engineering, Tokai University 
joined the party. We enjoyed talking and eating very much. We talked 
about a good time when we studied in Tokai University and also exchange our experience.  Although I 
already graduated from Tokai University and return to work in my country, Tokai University is still in my 
mind forever.  

タイ支部便り
支部長　Pitak Thumwarin（04年卒）

卒
業
生
便
り

　

私
達
は
再
来
年
で
卒
業
45

年
と
な
る
た
め
、
節
目
の
記

念
大
ク
ラ
ス
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

と
り
あ
え
ず
、
こ
の
前
哨

戦
と
し
て
今
年
4
月
に
首
都

圏
在
住
者
だ
け
で
ロ
ー
カ
ル

の
ク
ラ
ス
会
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
29
名
の
希
望
者
を
得

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
大

震
災
で
中
止
の
や
む
な
き
に

至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
力
を
得
て
、
先
ず

は
完
全
な
名
簿
つ
く
り
を

と
、
T
A
S
C
発
行
の
同
窓

会
名
簿
を
主
な
手
掛
か
り
に

声
を
掛
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
野
火
の
ご

と
く
燃
え
広
が
っ
て
、
卒
業

総
数
97
名
中
物
故
者
を
含

め
、
77
名
の
消
息
が
判
明
い

た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
内
、
60
名
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
で

す
。

　

や
は
り
、
湘
南
砂
漠
で
同

じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
絆
は
強

く
、
殆
ど
が
口
コ
ミ
、
メ
ル

コ
ミ
で
し
た
。

　

当
初
は
45
周
年
に
因
み
、

45
名
集
ま
れ
ば
と
思
っ
て
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
ケ
チ
な
料

簡
は
か
な
ぐ
り
捨
て
て
全
員

参
加
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

記
念
ク
ラ
ス
会
の
次
第

は
既
に
決
ま
っ
て
お
り
、

H
25
・
11
・
3
、
A
M
10

時
、
湘
南
校
舎
1
号
館
前

に
集
合
、
学
内
ツ
ア
ー
、

T
A
S
C　

H
C
D
、
大
学

同
窓
会
総
会
参
加
、
そ
の
後

七
沢
温
泉
で
45
年
振
り
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
宴
会
、
枕

投
げ
大
会
、
飲
み
明
か
し
、

語
り
明
か
し
を
や
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
W
e
b
上
で

今
か
ら
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

卒
業
45
周
年
記
念
ク
ラ
ス
会

開
催
に
向
け
て
　

室
　
本
　
　
　
惇
︵
68
年
卒
︶

　

1
9
6
8
年
3
月　

通
信

学
科
を
卒
業
し
、
金
属
加
工

業
の
会
社
に
入
社
し
て
43

年
、
金
属
加
工
は
多
く
の
分

野
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
オ
ー

デ
ィ
オ
機
器
、
ビ
デ
オ
、

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
コ
ピ
ー
機
、
プ
リ

ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
、
携

帯
電
話
、
医
療
機
器
、
と
い

う
よ
う
に
世
の
中
の
最
先
端

商
品
の
開
発
、
生
産
に
関
与

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
中
で
も

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
開
発
、
生

産
は
輪
転
機
の
よ
う
な
剛

体
の
マ
シ
ン
か
ら
ホ
ー
ム

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
至
ま
で
の
新

化
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
こ

と
が
私
に
と
っ
て
は
一
番
の

幸
せ
だ
っ
た
。
当
時
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
も
な
く
、
図
面
や

地
図
等
の
言
葉
で
は
説
明
し

難
い
と
こ
ろ
を
遠
隔
地
へ
伝

え
る
た
め
に
は
郵
便
し
か
な

い
時
代
で
す
の
で
2
日
間
は

必
要
で
あ
っ
た
。
仕
事
柄
図

面
を
基
に
仕
事
を
す
る
者
に

と
っ
て
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
出

現
は
仕
事
の
や
り
方
が
変
っ

て
し
ま
う
程
利
便
性
を
感
じ

た
も
の
で
し
た
。
学
生
時
代

に
通
信
工
学
の
教
授
が
多
重

通
信
の
説
明
で
「
日
本
の
電

話
回
線
を
音
声
だ
け
に
使
用

し
て
い
る
な
ん
て
モ
ッ
タ
イ

ナ
イ
！
多
重
通
信
が
可
能
な

の
に
。
」
と
何
度
も
聞
い
た

記
憶
が
あ
る
、
よ
う
や
く
電

話
回
線
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
信
号

を
載
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
開
発
さ

れ
た
も
の
と
想
像
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
パ
ソ
コ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電

話
の
普
及
に
よ
っ
て
世
界
中

に
情
報
を
一
瞬
に
伝
達
可
能

に
な
り
、
ほ
し
い
情
報
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ

ば
、
い
と
も
簡
単
に
手
に
入

れ
る
こ
と
も
出
来
る
。
も
の

す
ご
い
時
代
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
報
革
命
と
も
い
う
べ
き
時

代
に
生
き
ら
れ
、
仕
事
が
出

来
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
第
二
の
人
生
を
楽
し

み
た
い
と
思
う
。

仕
事
の
卒
業
を
迎
え
て
　

若
　
井
　
三
四
六
︵
67
年
卒
︶

キエフカツレツ
（ウクライナ）

　
　

私
は
、
2
0
0
4
年
11

月
か
ら
約
5
年
間
、
ロ
シ
ア

の
モ
ス
ク
ワ
で
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、

近
く
て
遠
い
国
で
あ
る
ロ
シ

ア
で
の
生
活
の
一
端
を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

赴
任
し
て
ま
ず
言
葉
で
苦

戦
。
ロ
シ
ア
語
は
文
字
が
全

く
違
い
、
単
語
の
格
変
化
が

多
く
厄
介
な
言
葉
で
す
。
実

は
ロ
シ
ア
人
で
も
厳
格
に
ロ

シ
ア
語
を
操
れ
る
人
は
少
数

な
の
で
す
。
大
都
市
で
も
一

般
社
会
で
は
ロ
シ
ア
語
の

み
、
英
語
は
限
ら
れ
た
場
所

で
し
か
通
じ
ま
せ
ん
。
何
と

か
サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
の
言

葉
を
覚
え
る
の
に
1
年
は
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

る
程
度
分
か
る
よ
う
に
な

る
と
、
ロ
シ
ア
は
何
と
興
味

深
い
国
か
が
分
か
っ
て
き
ま

す
。
例
え
ば
、
日
本
人
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
シ

ベ
リ
ア
や
地
方
都
市
へ
行
く

と
、
都
会
に
は
な
い
ロ
シ
ア

の
素
朴
で
温
か
い
面
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

次
に
気
候
へ
の
順
応
。
モ

ス
ク
ワ
は
北
国
の
大
陸
性

気
候
、
冬
場
の
最
低
気
温

は
-20
℃
程
度
。
私
は
西
シ

ベ
リ
ア
で
-30
℃
も
経
験
。

外
で
は
息
が
凍
り
、
耳
が

痛
く
な
る
の
で
、
帽
子
が

必
須
で
す
。
屋
内
も
さ
ぞ

か
し
厳
し
い
の
で
は
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
実
は

都
市
部
の
建
物
内
は
公
営
の

給
湯
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
快
適
な
の
で
す
。
田

舎
で
は
ペ
チ
カ
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
夏
は
最
高
30
℃

く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
エ
ア
コ
ン
は
ま
だ
普
及

段
階
。
私
は
扇
風
機
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　

食
べ
物
で
す
が
、
案
外
日

本
人
の
口
に
合
い
ま
す
。
値

段
は
、
酒
は
安
い
の
で
す

が
、
食
品
は
輸
入
物
が
多
い

の
で
主
食
を
除
き
高
め
。
ロ

シ
ア
料
理
も
覚
え
、
ボ
ル
シ

チ
、
ペ
ル
メ
ニ
（
ロ
シ
ア
水

餃
子
）
な
ど
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
料
理

だ
け
で
な
く
写
真
の
よ
う

な
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
グ
ル
ジ
ア
等
の

料
理
は
美
味
で
す
よ
。
ワ
イ

ン
や
ウ
オ
ッ
カ
と
と
も
に
是

非
食
べ
て
み
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

 
　

ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
の
関
係

で
こ
こ
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ロ
シ
ア
へ
行
か
れ
て

は
。

ロ
シ
ア
生
活
　

畑
　
中
　
秀
　
行
︵
86
年
卒
︶

シャシリク
（ウズベキスタン）
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ピ
ュ
ー
ピ
ン
博
士
の
装
荷

ケ
ー
ブ
ル
、
松
前
博
士
の
無

装
荷
ケ
ー
ブ
ル
の
発
明
は
現

代
に
至
る
電
話
通
信
の
実
用

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
特
記

す
べ
き
偉
大
な
発
明
で
あ

る
。
私
は
両
博
士
の
著
書
や

情
報
を
読
み
二
人
の
「
発
明

へ
の
着
想
」
に
大
変
興
味
を

持
ち
、
本
コ
ラ
ム
を
書
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

ミ
カ
エ
ル
・
ピ
ュ
ー
ピ

ン
博
士
（
1
8
5
8

−

1
9
3
5
）
は
当
時
ト
ル
コ

の
支
配
下
に
あ
っ
た
バ
ル

カ
ン
の
弱
小
民
族
の
一
国
セ

ル
ビ
ヤ
に
生
ま
れ
、
父
の
突

然
の
死
に
遭
遇
し
15
歳
で
米

国
移
民
を
決
心
し
1
8
7
4

年
、
無
一
文
（
5
セ
ン
ト
の

み
）
で
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
発
す

る
。
既
に
ア
メ
リ
カ
ン
ド

リ
ー
ム
を
得
る
環
境
に
あ
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
奨
学
金

を
得
て
ク
ー
パ
ー
・
ユ
ニ
オ

ン
図
書
館
の
夜
間
授
業
で
学

び
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学

後
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
で

マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ル
、
ベ
ル
リ

ン
大
で
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
と
キ

リ
ヒ
ホ
ッ
フ
に
学
び
、
帰
国

後
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
の
新
設
電

気
工
学
科
の
教
授
と
な
る
。

研
究
実
績
の
一
端
と
し
て

は
、
エ
ジ
ソ
ン
の
支
援
を
得

て
先
駆
の
ド
イ
ツ
に
遅
れ
る

こ
と
わ
ず
か
2
週
間
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
を
完
成
さ
せ
実

用
化
し
て
い
る
。
当
時
は
マ

ル
コ
ニ
ー
の
無
線
通
信
、

モ
ー
ル
ス
の
電
信
、
ベ
ル

の
電
話
と
19
世
紀
末
に
全

て
の
現
代
の
通
信
イ
ン
フ

ラ
が
開
花
し
た
時
で
あ
っ

た
。
ピ
ュ
ー
ピ
ン
博
士
は

1
8
9
6
年
、
重
い
肺
炎
で

倒
れ
る
が
、
そ
の
療
養
中
に

1
8
8
4
年
パ
リ
の
古
本
屋

で
偶
然
見
つ
け
た
18
世
紀
の

数
学
者
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
理
論

を
読
み
返
し
た
、
つ
ま
り
軽

い
絹
糸
の
ひ
も
を
2
点
間
に

張
り
こ
の
ひ
も
に
等
間
隔
に

散
弾
の
よ
う
な
重
さ
の
等
し

い
お
も
り
を
取
り
付
け
る
、

こ
の
ひ
も
が
衝
撃
を
受
け
た

時
ど
の
よ
う
に
振
動
す
る
か

を
解
決
し
た
理
論
で
振
動
の

波
長
が
等
間
隔
の
お
も
り
を

数
個
含
む
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る

振
動
対
し
て
重
い
均
一
な
ひ

も
の
様
に
作
用
す
る
し
、
お

も
り
が
無
い
ひ
も
よ
り
ず
っ

と
能
率
的
に
糸
の
端
か
ら
他

端
ま
で
振
動
を
伝
播
す
る
こ

と
を
証
明
し
た
数
学
理
論
で

あ
る
。
大
病
か
ら
復
帰
し
た

あ
と
に
こ
の
「
着
想
」
を
下

に
「
伝
送
し
た
い
振
動
波
長

内
に
数
個
の
線
輪
が
含
ま
れ

る
よ
う
な
間
隔
で
イ
ン
ダ
ク

タ
ン
ス
線
輪
を
取
り
付
け

る
」
実
験
を
し
て
そ
れ
を

1
8
9
9
年
に
ア
メ
リ
カ
電

気
工
学
会
に
数
学
理
論
と
し

て
発
表
し
、
1
9
0
1
年
、

松
前
博
士
の
生
ま
れ
た
年
に

装
荷
ケ
ー
ブ
ル
の
特
許
を
取

得
し
、
急
速
に
装
荷
ケ
ー
ブ

ル
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

松
前
博
士
（
1
9
0
1

−

1
9
9
1
）
は
逓
信
省
時
代

に
ピ
ュ
ー
ピ
ン
・
コ
イ
ル
と

言
わ
れ
た
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
の

欠
陥
に
大
き
な
問
題
意
識
を

持
ち
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
の
発
明

か
ら
33
年
後
に
無
装
荷
ケ
ー

ブ
ル
を
発
明
す
る
。
自
書
に

記
述
し
て
い
る
「
無
装
荷

ケ
ー
ブ
ル
の
着
想
に
つ
い

て
」
の
冒
頭
に
「
内
村
鑑
三

先
生
の
思
想
に
接
し
た
」
飾

り
な
き
自
然
の
文
明
、
技
術

者
と
し
て
の
人
生
観
の
把
握

と
あ
る
。
真
に
面
白
い
表
現

で
あ
る
が
ピ
ュ
ー
ピ
ン
・
コ

イ
ル
を
白
粉
、
紅
と
例
え
、

こ
れ
等
を
使
用
し
て
出
来
た

吹
き
出
物
を
治
す
当
時
の
学

会
の
研
究
対
象
を
否
定
し

て
、
白
粉
、
紅
を
つ
け
な
い

自
然
の
ま
ま
に
置
い
て
そ
の

素
朴
な
基
盤
の
上
で
技
術
を

展
開
す
る
と
し
た
、
思
想
、

人
生
観
に
芽
生
え
た
の
が

「
無
装
荷
ケ
ー
ブ
ル
発
明
の

着
想
」
と
書
い
て
い
る
。
更

に
「
輸
入
技
術
時
代
へ
の
批

判
」
は
わ
が
国
の
独
自
の
技

術
の
確
立
を
強
く
意
図
し
て

お
り
、
「
肥
後
も
っ
く
す
」

の
一
面
も
あ
る
と
個
人
的
に

強
く
感
じ
て
い
る
。
数
学
理

論
か
ら
の
着
想
と
思
想
、
人

生
観
か
ら
の
着
想
、
私
は
両

博
士
の
「
発
明
へ
の
着
想
」

に
偉
人
の
持
つ
敬
服
す
べ
き

独
創
性
を
深
く
感
じ
て
い

る
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
通
信

工
学
の
偉
人
の
残
し
た
実
績

を
目
の
前
に
出
来
る
場
所
が

大
手
町
の
「
逓
信
総
合
博
物

館
」
通
称
「
て
い
ぱ
ー
く
」

に
あ
る
。
松
前
博
士
の
無
装

荷
ケ
ー
ブ
ル
の
実
用
化
が
実

物
と
共
に
後
世
に
の
こ
る
偉

業
と
し
て
大
き
く
展
示
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
「
装
荷
コ

イ
ル
」
の
写
真
や
わ
が
国
の

創
成
期
の
無
線
、
電
信
通
信

の
足
跡
が
機
材
と
共
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
一
度

訪
問
さ
れ
て
通
信
工
学
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

以
上

　
私
は
、
高
校
時

代
か
ら
持
っ
て
い

た
I
T
へ
の
興
味

を
知
識
に
変
え

て
い
き
た
い
と

考
え
、
適
し
た
学
科
を
探
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
新
た
に
高
輪
に
新
設

さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
が
、
情
報
通
信

学
部
で
す
。
一
期
生
と
い
う
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
期
待
は
大

き
く
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
初
め
て
の

事
だ
ら
け
の
大
学
生
活
で
し
た
が
、
壁

を
乗
り
越
え
る
度
に
新
た
な
発
見
が
あ

り
、
ま
す
ま
す
I
T
へ
の
興
味
は
大
き

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
将
来
を
考
え
る
時
期
と
な
り
、
浮
か

ん
だ
の
は
や
は
り
I
T
企
業
へ
の
就
職

で
す
。
中
で
も
、
特
に
深
く
学
ん
で
き

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
、
人
一
倍
大
き
な
も

の
で
し
た
。
就
職
課
の
先
生
を
は
じ

め
、
教
授
や
O
B
の
方
々
か
ら
の
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
不
安
を
し
っ
か

り
と
取
り
除
き
な
が
ら
就
職
活
動
を
進

め
て
い
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
も
、
第
一
志
望
で
あ
る
企
業
へ
の

内
定
が
決
ま
り
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
大
学
生
活
を
通
し
て
、
多
く
の
事
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
内
定
と
い
う
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
手
に
入
れ
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
卒
業
後
も
、
今
度
は
社
会

人
と
し
て
I
T
の
知
識
を
養
い
続
け
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
社
会
を
支
え
て

い
け
る
技
術
者
に
な
る
事
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
初
め
ま
し
て
。
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

工
学
科
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
大
原
と

申
し
ま
す
。

　
今
は
、
残
り
半
年
の
学
生
生
活
を
楽

し
め
る
よ
う
、
ま
た
卒
業
研
究
を
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
も
こ
れ
も
、
就
職
活
動
が
上
手

く
い
き
、
早
く
に
就
職
先
が
決
ま
っ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
決
し
て
成
績
が
良
か
っ
た
わ
け
で
も

な
く
、
第
一
印
象
の
良
く
な
い
私
が
決

ま
っ
た
こ
と
は
自
分
で
も
驚
き
ま
し

た
。

　
き
っ
と
自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
私

は
色
々
な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

で
し
た
。
私
の
ゼ
ミ
の
教
授
や
、
就
職

支
援
課
の
方
に
は
特
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　
就
職
支
援
課
の
人
に
は
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
書
い
て
は
見
せ
て
修
正

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
私
の
ゼ
ミ
の
教

授
に
は
面
接
の
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

会
社
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
内
定
に
結
び
つ
け
た
の

で
私
一
人
の
力
で
は
な
く
色
々
な
人
に

助
け
ら
れ
て
得
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
就
職
難
と
言
わ
れ
て

い
る
時
代
に
無
事
に
就
職
先
が
決
ま
っ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の
と
何
よ
り
、

中
学
校
か
ら
大
学
ま
で
通
わ
せ
て
く
れ

た
親
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

が
一
番
良
か
っ
た
で
す
。

　
無
事
就
職
活
動
を
終
え
た
の
で
、
残

り
の
学
生
生
活
は
思
い
っ
き
り
楽
し
む

こ
と
と
、
卒
業
研
究
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

事
務
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西
　
孝
夫
（
66
年
卒
）

　

日
頃
の
当
会
活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
通
信
工
学
会
は

2
0
0
8
年
に
通
信
工
学
同
窓
会
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
4
年
が
経
過
し
ま
し

た
、
そ
の
間
、
会
員
名
簿
の
発
行
総
会
の
開

催
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（H

CD

）
へ
の

参
画
な
ど
数
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
当
会
の
益
々
の
活
性
化
に
向
か
っ

て
皆
様
の
積
極
的
な
当
会
組
織
（
役
員
、
代

議
員
な
ど
）
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
2
0
1
2
年
は
総
会
開
催
の

年
に
当
た
り
ま
す
。
5
月
26
日
（
土
）　

午

後　

高
輪
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
於
き
ま
し
て
総

会
及
び
講
演
会
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

何
卒
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
へ
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

以
上

「
ミ
カ
エ
ル
・
ピ
ュ
ー
ピ
ン
博
士
と

松
前
重
義
博
士
の
発
明
へ
の
着
想
」
　
　
　

中
　
西
　
孝
　
夫
（
66
年
卒
）

「ピューピン博士」

「松前博士の偉業の展示」「28対無装荷ケーブルの展示」

「
来
年
5
月
に
総
会
を
開
催
し
ま
す
」

  

事
務
局
便
り

（
2
0
0
7
年

−

2
0
1
1
年
9
月
）

須
　
藤
　
司
　
朗
　
先
生

　

1
9
4
3
年
東
京
に
生
ま
れ
る
。

1
9
6
6
年
に
東
海
大
学
第
二
工
学
部

を
卒
業
さ
れ
、
同
年
東
海
大
学
工
学
部

助
手
、
講
師
を
経
て
、
1
9
8
7
年
助

教
授
と
な
り
、
2
0
0
6
年
定
年
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
電
気
工
学
基

礎
実
験
、
通
信
工
学
実
験
、
電
子
回

路
、
パ
ル
ス
回
路
な
ど
を
担
当
し
。
授

業
は
学
生
か
ら
も
慕
わ
れ
ま
し
た
。
研

究
と
し
て
は
R
C
能
動
回
路
網
に
関
す

る
研
究
を
行
い
、
多
く
の
論
文
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
時
か
ら
陶
芸
に
興
味
を
持
た

れ
、
1
9
9
7
年
に
は
紅
士
窯
を
作
り

多
く
の
作
品
を
出
品
さ
れ
、
多
数
の
賞

を
受
賞
さ
れ
る
と
共
に
、
町
田
市
民
に

陶
芸
の
面
白
さ
を
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
0
1
年
に
は
町
田
市
か
ら
市
民
表

彰
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
後
6
年
間
町
田

市
文
化
協
会
会
長
と
し
て
文
化
育
成
・

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
9

年
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
創
作
陶

芸
の
作
風
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

三
　
原
　
義
　
男
　
先
生

　

1
9
2
6
年
広
島
県
に
生
ま
れ
、

1
9
6
4
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
博

士
課
程
を
満
期
退
学
さ
れ
、
東
海
大

学
工
学
部
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

1
9
7
1
年
教
授
と
な
り
、
翌
年
に

は
工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
教
務
部
長
、
学
長

室
長
、
学
長
補
佐
な
ど
を
歴
任
し
、

1
9
9
1
年
か
ら
1
9
9
7
年
ま
で
北

海
道
東
海
大
学
学
長
と
し
て
大
学
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
9
7
年

に
東
海
大
学
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
大
学
で
は
電
磁
気
学
、
マ
イ
ク
ロ

波
工
学
、
電
磁
界
理
論
特
論
な
ど
を
担

当
さ
れ
、
学
生
評
価
の
高
い
講
義
を
さ

れ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
波
工
学
や
電
気

磁
気
学
な
ど
の
著
書
も
出
版
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り

2
0
0
1
年
11
月
に
勲
三
等
旭
日
中
綬

章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
出
身
地
の
広
島
県
で
の
少

年
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
講
演
・

著
作
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
2
0
1
0
年
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃　

報

在
校
生
便
り

情
報
通
信
学
部
　
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

大
　
原
　
有
紀
也

情
報
通
信
学
部
　
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

佐
々
木
　
　
　
崇


